
科
釜
轟
腫
騨
聾
動
型
万

，
へ
　
一
‐
シ
ョ
ン
創

緯
事
容
強
Ｉ
を
襲
鞣
劣
鮒
冷
権
Ю
籍
糞

瘍
日
本
の
危
機
的
状
況

２．
世
紀
の
今
、日
本
は
明
治
維
新
、戦

後
復
興
に
次
ぐ
第
３
の
危
機
的
状
況
に

あ
る
。確
実
に
進
行
す
る
少
子
高
齢
化
と

労
働
人
口
の
減
少
、さ
ら
に
は
製
造
業
の

国
際
競
争
力
の
低
下
な
ど
に
伴
う
社
会

経
済
の
脆
弱
化
の
進
行
が
あ
り
、同
時
に

国
創
り
の
基
盤
で
あ
る
科
学
技
術
を
担

う
人
材
の
育
成
面
で
、初
筈
か
ら
高
等
教

育
全
般
に
わ
た
り
世
界
の
潮
流
に
取
り
残

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、１
０
０
０
兆
円

を
超
え
る
財
政
赤
字
の
健
全
化
に
向
け
た

社
会
経
済
的
価
値
創
造
、す
な
わ
ち
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽
引
す
る
エ
ン
ジ
ン
設
計
の

不
備
と
司
令
塔
が
不
在
の
状
況
に
あ
る
。

同
時
に
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島
の

原
子
力
発
電
所
事
故
に
起
因
す
る
国
力
の

減
退
と
い
つ
国
難
に
遭
遇
し
、
日
本
は
今
、

財
政
、
経
済
、
社
会
保
障
、
教
育
と
い
つ

国
創
り
の
４
大
要
素
に
お
い
て
〃負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
構
造
〃
に
陥
っ
て
お
り
、
″沈
み
行

く
日
本
〃
と
も
言
う
べ
き
状
況
で
あ
る
。

世
界
の
各
国

。
地
域
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
猛
烈
な
進
展
を
鑑
み

て
、
〃沈
み
行
く
日
本
〃
の
新
生
に
向
け

た
″持
続
可
能
な
科
学
技
術
駆
動
型
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
能
力
〃
の
強
化
が
焦
眉

の
課
題
で
あ
る
。
特
に
国
創
り
の
要
で
あ

る
科
学
技
術
的
知
の
創
造
を
、
社
会
経

済
的
価
値
創
造
、す
な
わ
ち
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
人
材
育
成

と
教
育
が
決
定
的
に
弱
体
化
し
て
い
る
。

〃沈
み
行
く
日
本
〃
の
新
生
に
向
け
て
、

「教
育
政
策
と
科
学
技
術
政
策
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
一
体
的
推
進
機
能
」

の
強
化
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
政
府

が
策
定
中
の
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
本
部

（仮
称
）
創
立
構
想
と
総
合

科
学
技
術
会
議
の
改
組
方
針
に
、
こ
の

視
座
を
組
み
入
れ
る
こ
と
が
極
め
て
重

要
で
あ
り
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

一
教
Ｅ
が
騎
プライイ

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
型
と
い
わ
れ
た
２０

世
紀
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
比
べ
て
、
フ

ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
型
と
い
わ
れ
る
２．
世
紀

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
は
、
社
会
の
求

め
る
科
学
技
術
の
ス
ペ
ク
ト
ル
の
広
が
り
、

要
求
さ
れ
る
高
性
能

上
局
信
頼
性
、
さ

ら
に
は
人
の
心
ま
で
も
満
た
さ
ね
ば
社
会

に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ

る
〃巨
大
複
雑
系
社
会
経
済
シ
る
ア
ム
の

創
成
″
の
面
で
、
難
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
の
た
め
に
は
、
「個
別
の
先
端
科

学
技
術
創
造

（学
術
的
知
の
創
造
と
と
、

そ
の
「統
合
化
能
力

（社
会
経
済
的
価
値

の
創
造
と
の
両
方
の
能
力
の
強
化
が
必

要
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
担
う
人
材
の

育
成
と
教
育
の
一
層
の
強
化
と
多
様
化

が
必
須
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
個
別

に
強
化
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

価
値
創
造
と
人
材
育
成
を
双
方
向
に
結

び
つ
け
、
相
乗
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
推

進
構
造
を
つ
く
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
知
の
創
造
と
社
会
経
済
的

価
値
創
造
と
を
結
ぶ
、
″イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〃
（図

１
）
構
築
の
重
要
性
が
あ
る
。
図
１
の
横

軸
は
科
学
技
術
領
域
の
広
が
り
を
表
し
、
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